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常
娠
め
た
と
こ
で
、
直
ち
に
そ
れ
が
変
現
さ
る
ぺ
き

も
の
で
は
あ
り
蓑
せ
ん
。
英
雄
が
天
下
を
と
る
と
、

外
闘
な
ら
必
ら
ず
帝
王
に
な
る
ん
で
す
が
、
日
本
に

お
い
て
は
、
い
か
な
る
人
物
で
も
天
皇
に
な
っ
た
た

め
し
は
な
い
。
こ
れ
、
日
本
民
族
が
皇
室
を
中
心
に

し
て
護
展
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
よ
。
』
高
篠

『
確
信
を
深
め
ま
し
た
。
』

筒
ほ
本
年
三
月
十
七
日
は
支
含
創
立
六
十
周
年
に

相
常
す
る
の
で
、
紀
念
式
を
繋
ぐ
る
ご
と
を
巾
し
合

は
ぜ
、
期
日
は
追
っ
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
五
時

半
散
念
し
た
。

○
川
越
支
曾
報
告

昭
和
二
十
八
年
二
月
二
十
八
日
午
前
十
時
半
か
ら

川
越
市
中
原
公
民
愉
梗
上
に
て
、
川
越
支
含
と
川
越

中
央
公
民
館
と
の
共
催
で
講
演
含
を
開
く
、
講
師
は

幽
皐
院
大
畢
畢
長
〔
元
と
宮
中
の
皇
子
惇
育
常
〕
石

川
岩
吉
先
生
、
内
容
は
皇
子
皇
女
の
教
育
指
導
と
生

活
に
付
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
教
育
指
導
方
法
は
炎
瓢

の
お
方
に
封
す
る
温
宋
的
で
な
く
、
天
票
の
お
力
に

相
座
し
て
、
天
地
宇
宙
の
侭
理
に
基
づ
く
所
の
智
育

徳
育
鶴
育
の
完
壁
を
期
し
て
の
厳
正
公
珊
の
教
育
指

導
で
あ
っ
て
、
皇
子
皇
女
の
方
々
皆
之
を
精
励
享
有

理
得
し
て
、
高
尚
優
雅
堅
箕
上
昇
し
て
、
天
地
の
化

育
と
要
求
に
融
合
せ
る
そ
の
丘
の
致
育
謂
導
と
天
地

人
融
合
統
一
の
貴
い
殻
果
と
、
そ
の
御
生
活
の
精
進

堅
忍
簿
愛
優
秀
気
品
等
に
付
て
の
謹
話
で
あ
っ
て
、

世
の
放
縦
無
頼
に
し
て
天
地
祁
明
を
無
硯
し
数
養
指

導
を
蔑
澗
し
て
、
天
地
の
化
育
を
自
ら
排
斥
し
、
人

と
し
て
の
贋
値
を
低
下
し
て
、
徒
ら
に
平
等
を
叫
び

又
自
由
を
は
き
遠
へ
る
青
少
年
を
戒
飾
し
て
、
獅
立

し
た
日
本
の
図
運
を
興
隆
し
世
界
平
和
を
期
し
、
人

類
の
禰
靴
の
零
進
を
計
っ
て
、
日
本
圏
民
特
に
青
少

年
の
正
し
い
教
育
指
導
に
よ
り
、
人
格
品
性
智
能
力

最
を
十
分
壷
揮
し
て
、
そ
の
闘
民
の
本
分
を
つ
く
さ

れ
ん
こ
と
を
要
望
さ
れ
、
特
に
日
本
画
民
は
日
本
建

図
三
千
年
の
建
図
精
祁
と
そ
の
博
統
の
日
本
締
抑
た

る
皇
室
尊
崇
の
誠
を
致
た
さ
れ
て
閥
遺
憾
な
き
こ
と

を
期
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
園
運

の
隆
昌
と
世
界
平
和
と
至
人
類
禰
祉
に
貢
献
す
る
力

の
根
源
で
あ
る
と
、
一
時
間
三
十
分
に
亘
り
、
端
正

の
姿
勢
と
荘
重
の
語
調
と
を
以
て
絡
始
し
た
、
含
衆

は
日
本
弘
道
倉
川
越
支
含
役
員
で
あ
る
所
の
川
越
中

央
公
民
術
長
及
主
事
同
中
原
公
民
館
長
並
に
市
内
市

町
村
の
日
本
弘
通
含
川
越
支
曾
役
員
の
男
子
女
子
の

諸
氏
（
何
れ
も
市
念
議
員
と
か
村
含
議
員
と
か
父
は

調
停
委
員
と
か
人
権
擁
護
委
員
と
か
保
護
司
と
か
隷

護
士
と
か
畢
校
教
育
関
係
者
と
か
竿
で
あ
っ
て
何
れ

も
証
含
的
教
化
指
導
の
位
澄
に
在
る
と
共
に
青
少
年

の
父
母
兄
姉
の
立
場
に
在
る
者
の
み
が
含
場
に
満
ち

て
居
っ
た
の
で
、
何
れ
も
甚
大
な
る
感
動
と
共
に
今

後
に
於
て
の
本
分
達
成
に
絶
大
な
る
力
を
得
た
。
石

川
岩
吉
先
生
の
講
演
の
敦
果
は
日
を
追
っ
て
愈
々
そ

の
大
を
成
し
つ
上
あ
り
。
三
月
十
五
日
川
越
支
含
は

文
皐
博
士
河
野
省
三
先
生
講
述
の
『
迩
徳
的
高
等
生

活
（
生
活
の
訓
練
」
）
第
三
職
の
印
刷
冊
子
が
出
来
ま

し
た
の
で
、
十
六
日
か
ら
連
日
支
含
各
役
員
が
協
心

識
力
し
て
、
柾
含
識
化
の
億
め
に
遠
近
に
頒
布
し
つ

八
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
敦
果
大
な
る
も
の
が
あ
る
と

確
信
す
。

日
本
弘
道
種
役
員
幹
事
野
本
先
吉
氏
川
越
支
含
へ

金
一
千
脚
同
佐
々
木
丈
燕
氏
余
一
千
側
同
川
越
市
公

民
館
長
進
蕊
譲
氏
余
五
百
脚
同
川
越
竪
師
首
長
大
河

内
要
三
氏
金
五
百
岡
同
野
本
先
吉
氏
亜
ね
て
六
百
二

十
間
川
越
市
中
央
公
民
館
長
余
二
千
五
百
脚
同
佐
々

木
文
蔵
氏
重
ね
て
金
五
百
脚
同
松
倉
秋
之
助
氏
金
二

千
五
百
岡
寄
附
が
あ
っ
た
、
其
の
前
に
川
越
支
曾
名

春
顧
問
鈴
木
徳
次
郎
氏
の
支
含
に
封
す
る
多
大
の
寄

附
及
同
江
田
徳
澄
氏
山
田
勝
利
氏
の
本
命
に
封
す
る

特
別
寄
附
は
前
に
報
告
以
て
弘
道
誌
に
掲
載
の
通
り

で
寅
と
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。

川
越
支
含
は
財
政
堅
変
と
な
っ
た
の
で
本
年
二
月

か
ら
は
川
越
支
含
は
本
曾
か
ら
の
普
通
交
付
金
を
固

く
弧
い
て
辞
退
の
意
を
表
し
た
。

本
含
か
ら
特
別
交
付
金
千
卿
書
状
と
と
も
に
優
待

交
付
あ
っ
て
支
含
一
同
感
激
に
満
ち
一
層
支
含
の
振

興
を
期
す
。
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○
日
本
弘
道
含
第
五
十
一
回
定
期
総
含

々
半
凹

一
壷
郷
蹄
岬
獅
維
叶
岬
畔
剛
酎
癖
剛
一
《
旧
《
掴
）

日
本
弘
道
曾
館

○
祭
事

口
本
曾
故
正
副
曹
長
旅
物
故
曾
員
年
祭
（
午
前
十
時
）

（
曹
長
祭
文
、
支
曾
代
表
祭
文
、
曾
長
、
遺
族
、
曾

員
代
表
王
串
本
英
）

○
毒
昌
帆
賀
式

幻
篭
雛
裁
篭
鰭
祇
溌
熱
斜
溌
）

○
定
期
細
含

叩
岬
狸
一
廿
砧
奔
嘩
”
蝉
識
吋

口
昭
和
二
十
七
年
度
邪
業
報
竹

○
輩
食
〔
排
常
を
呈
す
）

○
記
念
誰
波
（
午
後
一
時
）

○
こ
れ
か
ら
の
日
本
維
沸
前
川
椛
松

＃
諭
溌
Ｊ

細
曾
記
念
懇
親
曾
〔
命
費
二
百
側
）
（
午
後
五
時
）

常
日
は
禽
員
各
位
の
振
っ
て
御
来
曾
を
お
待
ち
致
し

ま
す
。

尚
種
冷
用
意
も
あ
り
ま
す
の
で
、
四
月
二
十
四
日
ま

で
に
出
峡
の
御
通
知
を
お
願
ひ
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
四
月
跡
哩
日
本
弘
這
曾

金
参
百
回
也
〔
寄
附
）
千
葉
螺
鈴
木
仙
松

金
参
千
回
也
（
参
）
東
京
都
谷
口
現
吉

一
金
五
百
回
也
（
多
）
埼
玉
蝶
河
野
省
三

金
白
牛
ロ

’
ｉ
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○
裡
花
の
赤
、
冬
眠
か
ら
動
き
出
す
活
動
の
券
、
お

瓦
に
自
然
を
賞
美
す
る
と
共
に
一
段
の
躍
進
を
期
し

た
い
も
の
で
す
。

○
来
る
四
月
二
十
六
日
本
含
第
五
十
一
回
の
定
期
純

含
を
命
告
の
如
く
附
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
振
て

各
位
の
御
出
席
を
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

○
本
雛
は
堀
田
前
含
長
の
三
周
年
忌
に
因
み
、
追
憶

の
誠
琵
捧
げ
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
、
随
て
之
が
た

め
噂
頁
の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、
と
も
か
く

細
聯
を
総
り
、
ま
こ
と
に
不
術
で
は
あ
り
ま
す
が
、

責
任
の
荷
を
幾
ら
な
り
と
鯉
く
し
た
感
じ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
、

○
本
雛
の
論
文
は
、
深
作
、
開
雨
坤
士
よ
り
結
椛
な

も
の
を
頂
き
ま
し
て
何
よ
り
で
し
た
、
又
随
筆
と
し

て
は
石
坂
、
藤
服
剛
先
生
の
も
の
を
頂
き
ま
す
し
、

四
月
雛
ら
し
く
花
と
咲
き
出
で
た
感
が
ご
ざ
い
ま

す
。
是
非
皆
様
の
御
味
縦
を
御
願
ひ
致
ま
し
す
。

○
久
し
く
品
切
れ
で
あ
り
ま
し
た
本
命
新
入
命
貝
に

差
上
ぐ
る
修
養
費
典
も
、
其
の
後
訂
正
堀
補
と
い
ふ

よ
り
は
寧
ろ
全
部
書
き
更
め
た
程
の
こ
と
と
て
、
大

愛
後
れ
ま
し
た
が
、
漸
く
原
稲
が
出
来
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
更
に
役
員
含
の
談
を
経

て
慎
重
を
期
し
た
上
溌
刊
の
運
び
に
な
り
ま
す
。
御

諒
承
を
御
願
ひ
し
て
澄
き
ま
す
。

Ｏ
糧
輯
後
記

１
１

弘
道
倉
入
倉
手
績

一
ヶ
年
曾
我
金
百
威
拾
岡
を
桃
込
み
入
念
の
手
緬

を
と
る
こ
と
。
含
員
に
は
雑
誌
弘
道
を
無
料
配
布

す
る
外
に
菰
令
の
特
典
あ
り
、
規
則
書
は
郵
券
拾

回
封
入
の
方
に
送
付
す
。

昭
和
二
十
八
年
阿
月
一
日
蕊
行

東
京
都
千
代
田
随
西
祁
川
二
ノ
ー

蝿
輔
嘩
割
田
斧
二

東
京
都
千
代
田
歴
神
田
祁
保
町
三
ノ
十

印
刷
人
春
山
治
部
左
衛
門

東
京
都
千
代
田
厘
祁
田
祁
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
（
東
京
豊
ｅ
共
立
杜
印
刷
所

○
本
誌
贋
告
の
件
に
つ
い
て
は
、

本
含
編
韓
部
へ
御
相
談
を
乞
ふ
・Ｉ

弘
道
責
債
一
冊
金
参
拾
園
也

I

東
京
都
千
代
田
睡
西
祁
田
二
ノ
ー

蝿
誕
廻
日
本
弘
道
倉

電
話
九
段
九
恭

振
替
口
座
東
京
皇
君
番

日
本
出
版
協
含
念
員
番
雅
乃
二
酉
寛

’
｜
’
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次

容
姿
服
装

あ
い
さ
つ

談
話
動
作

物
の
坂
扱

食
事
道
路
交
通

族
館
・
ホ
テ
ル
お
よ
び
汽
船

公
衆
の
場
所

社
寺
・
教
会

集
会
・
会
議

近
所
訪
間
省
刺

応
接
・
接
待

紹
介
通
信
電
話
慶
弔
拝
礼
贈
答
招
侍

夕
食
会
・
昼
食
会

お
茶
の
会
・
園
遊
会

競
技
・
遊
技

家
庭
皇
室

国
旗
・
国
歌

外
国
人
に
対
す
る
心
得

ヨ
ー

も
の
た
ら
し
め
て
お
り
ま
す
。

等
の
意
見
も
求
め
、
完
備
し
た

参
考
と
し
、
宮
内
庁
、
外
務
省

に
つ
い
て
は
、
外
国
の
礼
法
も

月
を
費
し
て
完
成
さ
れ
、
内
容

本
委
員
会
は
、
各
界
代
表
者
を

構
想
の
も
と
に
、
新
礼
法
要
項

も
っ
て
構
成
し
、
二
カ
年
の
歳

調
査
委
員
会
は
、
全
く
新
た
な

を
調
査
、
発
表
致
し
ま
し
た
。

今
回
、
日
本
弘
道
会
礼
法
研
究

面
共
通
の
声
で
あ
，
り
ま
し
だ
。

情
を
十
分
考
え
た
新
し
い
「
礼

法
要
項
」
が
必
要
で
あ
る
と
い

古
来
の
伝
統
と
美
し
い
慣
習
と
一

う
こ
と
は
、
こ
こ
数
年
来
各
方

を
尊
重
し
、
し
か
も
今
日
の
実 ’
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